
いつどのように使うの？　学校での活用事例Q2

詳しくはこちらからご覧
いただけます

※特に表記がない場合は、スキル編活用。

もっともっと

詳しく詳しく

各学年、各教科等の授業時間内にご活用いただけます！
ほんの一例です。他学年の同様の活動でもご活用いただけます。

学
年 教科 学習活動 このように活用！

３

国語科 ポスターの読み取り 国語の教科書に載っている二つのポスターを
読み取る。

社会科 特産物調べ 「焼津市の特産物」をキーワード検索で素早
く調べる。

理科 植物の変化が分かる
観察カード

植物の写真を撮影し、Googleスライドで観察
カードを作成する。

総合 調べ学習のレポート構成を
考える

町の自慢のプレゼンで、付箋やピラミッドチャー
トを使って構成を考え、スライドを作成する。

総合 クラウドを使って
交流しよう

他校の児童の夏休みの写真を見て、コメント
する。

４
道徳科 ＳＮＳの安全な使い方　

～いじめを防ごう～
ＳＮＳの正しく安全な使い方についてチャッ
トで話し合う。

学級活動 係活動の計画を立てよう クラスの意見を取り入れた係活動の計画を立
てるため、アンケートを作成する。

５

社会科
資料の読み取り　
自動車工業の盛んな地域に
ついて

自動車工業の盛んな地域についてＹチャート
で整理分類する。

理科 雲と天気の変化 雲についてインターネットで調べ、スライド
にまとめる。

学級活動 係の活動を見直す よりよい係活動のために学級アンケートを作
成する。

６

国語科 利用案内を読もう ベン図を使ってWebサイトとパンフレットの
情報を比較する。

国語科 伝えたいことをうまく
聞き取るために

「２学期の目標」について、伝わりやすくす
るために構造的なプレゼン資料を作る。

国語科 調べた情報の用い方 国語の教科書で学んだ著作権をさらに深く知る。
著作権以外の権利についても学ぶ。（探究編）

社会科 資料から情報を詳しく
読み取ろう 長篠の戦いの屏風絵を読み解く。

社会科 集めた情報を分かりやすく
整理しよう 金閣と銀閣の比較をベン図に整理する。

社会科 室町文化について
プレゼンをしよう

室町文化についてのプレゼンスライドを作成
する。

図画工作科 自分の作品を撮影する 図工の作品を撮影して保存する。トリミング
やピントの合わせ方を学ぶ。

図画工作科 ランドセルの絵を描こう ランドセルを様々な角度から撮影して、絵を
描くときの構図の参考にする。

家庭科 プログラミングとは何？ プログラミングについて知り、MESHを用いて
身の回りをよりよくする。（スキル編・探究編）

道徳科 正しい情報か見極めよう Webサイト上のフェイクニュースを見極める。
総合 クラウドを使おう クラウドとはどんなものかを学ぶ。
総合 プログラミングをしよう Scratchを使ってプログラミングを体験する。

総合 未来のために、自分たちで
できることをしよう

伝わりやすいスライドを作成して、他校とオ
ンラインでプレゼンする。

学級活動 学級をよりよくしよう 学級をよりよくする商品をプログラミングで
開発する。（探究編）

テキストで、端末を使用するときの注意点を調べる

テキストで、ＡⅠとは何かを知り、ＡⅠの活用例を調べる

端末を使用するときのルールを作成する

ＡⅠに判別させたいことを考え、学習させる
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　インターネットの情
じょう

報
ほ う

はさまざまな種
しゅ

類
るい

の
情
じょう

報
ほ う

を組
く

み合
あ

わせて作
つく

られていることが多
おお

い
です。一

ひと

つ一
ひと

つの情
じょう

報
ほ う

を読
よ

み取
と

ることが必
ひつ

要
よう

です。

　このページにはどんな情
じょう

報
ほ う

が組
く

み合
あ

わされていますか。ま
た，それぞれの情

じょう

報
ほ う

からどんなことが分
わ

かるでしょうか。

インターネットの情
じょう

報
ほ う

の特
とく

ちょうを知
し

ろう

インターネットの情
じょう

報
ほ う

を分
わ

けよう　

　インターネットにはたくさんの役
やく

に
立
た

つ情
じょう

報
ほ う

があります。これまで学
がく

習
しゅう

し
てきた情

じょう

報
ほ う

の表
あらわ

し方
かた

のほか，動
どう

画
が

など
さまざまな情

じょう

報
ほ う

の表
あらわ

し方
かた

があります。
インターネットの情

じょう

報
ほ う

を読
よ

み取
と

ってみ
ましょう。

か つ ど う
　　インターネットの情

じょう

報
ほう
の特

とく
ちょうを知

し
る

　　インターネットの情
じょう

報
ほう
を分

わ
ける

　　情
じょう
報
ほう
を取

と
り出

だ
してつ

なげる

❶

❷

❸

情
じょう

報
ほう

の種
しゅ

類
るい

•文
ぶん

章
しょう

•画
が

像
ぞう

•音
おん

声
せい

•動
どう

画
が

•図
ず

や写
しゃ

真
しん

地
ち

図
ず

学
がっ

校
こう

の情
じょう

報
ほう

タイトル

写
しゃ

真
しん

説
せつ

明
めい

の
文
ぶん

章
しょう

インターネットの情
じょう

報
ほ う

を
読
よ

み取
と

ろう2ステ
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使ってよかった！

使ってよかった！

⃝ 端末の使い方を伝えるのに
最適なテキスト

⃝ 端末のよりよい使い方を、
子どもたち自身が読んで理
解できる！

⃝  自分で決めたルールだから、
守りたくなる！

⃝ これからの時代に必須だが、
教科書では詳しく扱われて
いないＡⅠについて学習で
きるテキスト

⃝  総合の学習の進め方が分か
る！

⃝  自分たちで調べ、進める、
主体的な学習が可能に！

使ってよかった！
⃝ 教科の授業内で、情報を読

み取る力を身に付けられる

⃝  他教科等でも「教科書の吹
き出しに書いてある情報が
意外と重要だ」など、情報
の読み取りに関する学習が
活きる！

⃝学級活動「端末の使い方を考えよう」で

⃝総合「未来の仕事発見プロジェクト」で

⃝国語「パンフレットを読もう」の授業で
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　はるとさんたちは，先
せん

生
せい

がコンピュー
タを使

つか

って作
つく

ったしょうじょうを見
み

てコ
ンピュータに興

きょう

味
み

をもち，コンピュータ
について調

しら

べてみることにしました。
「キーボードを打

う

って文
も

字
じ

を入
い

れ
て，プリンタで印

い ん

刷
さ つ

できるのね。」
「タッチパッドは，２本

ほ ん

の指
ゆ び

を使
つ か

うと，いろいろできるんだね。」
「タブレットＰ

ピ ー

Ｃ
シ ー

には，キーボー
ドもマウスもないね。」

ノートＰ
ピー
Ｃ
シー

右
みぎ

クリック

タッチパッド
パッドの上

うえ
で指

ゆび
を動

うご
かした

り，ボタンをおしたりする
ことで，いろいろな操

そう
作
さ
を

することができます。

ディスプレイ・画
が
面
めん

キーボード
文
も
字
じ
を入

にゅう
力
りょく
することが

できます。

　　コンピュータにつ
ないで使

つか
うものにつ

いて調
しら
べる

❶
か つ ど う

コンピュータ　みなさんの身
み
近
ぢか
にあるコンピュータは「パーソナルコンピュータ」

で，「パソコン」や「Ｐ
ピー
Ｃ
シー
」などとよばれます。

2 キーボードで
入
にゅう

力
りょく

しよう

タブレットＰ
ピー
Ｃ
シー

タッチパネル
（ディスプレイ・画

が
面
めん
）

画
が
面
めん
にタッチすることで

いろいろな操
そう
作
さ
をすることができます。

１本
ぽん

指
ゆび

で操
そう

作
さ

２本
ほん

指
ゆび

で操
そう

作
さ

左
ひだり

クリック

コンピュータについて
調
し ら

べてみよう1ステ
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15

コンピュータにつないで使
つか

う
　ものについて調

しら

べよう
　コンピュータにつないで使

つか

う
プリンタなどの機

き

器
き

を周
しゅう

辺
へ ん

機
き

器
き

と言
い

います。目
もく

的
てき

に合
あ

わせてい
ろいろなものがあります。

プリンタ（印
いん
刷
さつ
機
き
）

電
でん
子
し
黒
こく
板
ばん

プロジェクタ

実
じつ
物
ぶつ
投
とう
えい機

き

 「コンピュータは便
べん

利
り

な道
どう

具
ぐ

です。次
つぎ

の
ことに気

き

を付
つ

けなが
ら使

つか

いましょう。」
●時

じ
間
かん
を決

き
めて使

つか
いすぎないように

しましょう。（30 分
ぷん
に１回

かい
，20

秒
びょう
くらい画

が
面
めん
から目

め
をはなして目

め

を休
やす
める。）

●正
ただ
しいすわり方

かた
をしましょう。

●画
が
面
めん
はちょうどいい明

あか
るさにしま

しょう。
● こまったことや分

わ
からないことが

あったら，先
せん
生
せい
や家

いえ
の人

ひと
など大

おとな
人

に相
そう
談
だん
しましょう。

コンピュータに周
しゅう

辺
へん
機
き
器
き
をつなぐと，

何
なに
ができるように
なるのかな

部
へ
屋
や
を

明
あか
るくする。

コンピュータを使
つ か

うときの注
ちゅう

意
い

点
て ん

気
き

をつけよう！

画
が
面
めん
から顔

かお
を

30cm以
い
上
じょう

はなす。

画
が
面
めん
の正

しょう
面
めん
にす

わり，視
し
線
せん
と画

が

面
めん
が直

ちょっかく
角になる

ように角
かく
度
ど
を調

ちょう

整
せい
する。

せすじを
のばす。

スピーカーマイク

せすじを
のばす。

画
が
面
めん
に光

ひかり
がうつりこまない場

ば
所
しょ
で使

つか
う。
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私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

は，多
おお

くのテクノロジー
によって支

ささ

えられています。近
きん

年
ねん

，新
あたら

し
いテクノロジーが開

かい

発
はつ

され，私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

はより便
べん

利
り

になっています。

　たとえば，スピーカーに向
む

かって話
はな

し
かけると応

おう

答
とう

するシステムがあります。
時
じ

刻
こく

や天
てん

気
き

を教
おし

えてくれたり，電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

を操
そう

作
さ

できたりします。また，遊
ゆう

園
えん

地
ち

の
入
い

り口
ぐち

で自
じ

分
ぶん

の顔
かお

を登
とう

録
ろく

すると，顔
かお

認
にん

証
しょう

技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

って，チケットを見
み

せることなく乗
の

り物
もの

に乗
の

れるシ
ステムも実

じつ

用
よう

化
か

されています。
　これらは，Ａ

エー

Ⅰ
アイ

（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）の技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

っています。
Ａ
エー

Ⅰ
アイ

はたくさんのデータを
学
がく

習
しゅう

することで，人
ひと

が話
はな

し
た言

こと

葉
ば

に反
はん

応
のう

したり，人
ひと

の
顔
かお

を見
み

分
わ

けたりすることが
できるのです。

私
わたし
たちの身

み
の回

まわ
りでは

どのようなテクノロ
ジーが使

つか
われているの

だろうか

よ み も の

スマートスピーカー

顔
かお

認
にん

証
しょう

システム

新
あたら

しいテクノロジー1ステ

Ａ
エー

Ⅰ
アイ

を使
つか

ったシステム
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　ロボットも私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

をより便
べん

利
り

にするために，さまざまな場
ば

所
しょ

で
活
かつ

用
よう

されています。
　お掃

そう

除
じ

ロボットは自
じ

動
どう

で部
へ

屋
や

を掃
そう

除
じ

してくれます。部
へ

屋
や

の中
なか

の障
しょう

害
が い

物
ぶ つ

をよけたり，まだ掃
そう

除
じ

していない場
ば

所
しょ

を自
じ

動
どう

的
てき

に判
はん

断
だん

したりしながら部
へ

屋
や

をきれいにします。また，デパー
トの売

う

り場
ば

を案
あん

内
ない

するロボットやホ
テルの受

うけ

付
つけ

をするロボットが登
とう

場
じょう

す
るようになりました。
物
ぶつ

流
りゅう

の現
げん

場
ば

では，ロボットが人
ひと

の仕
し

事
ごと

を助
たす

けています。広
ひろ

い倉
そう

庫
こ

の中
なか

で，注
ちゅう

文
も ん

された商
しょう

品
ひ ん

を人
ひと

が歩
ある

いて探
さが

すのではなく，
ロボットが人

ひと

のところに運
はこ

んできてくれます。
　このように意

い

図
と

した動
どう

作
さ

をＡ
エー

Ⅰ
アイ

やロボットに行
おこな

わせるため
には，プログラミングが必

ひつ

要
よう

です。
　プログラミングをすることで，Ａ

エー

Ⅰ
アイ

やロボットを動
うご

かし，
私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

をより便
べん

利
り

にすることができます。プログラミ
ングは，便

べん

利
り

な生
せい

活
かつ

を支
ささ

える上
うえ

で大
おお

きな役
やく

割
わり

を果
は

たしている
のです。
　　　　　　　Ａ

エー

Ⅰ
アイ

やロボットは，ほかにどんなところで使
つか

われているか探
さが

してみましょう。
　　　　　　　しらべようしらべよう

プログラミングで課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

お掃
そう

除
じ

ロボット

倉
そう

庫
こ

の商
しょう

品
ひん

を運
はこ

ぶロボット

ロボットの活
かつ

躍
やく
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テキストで、インターネットの情報の読み取り方を学ぶ 学校のホームページの情報を読み取る

サンダルの
揃い具合を
判別できるように
AⅠに学習させる
子どもたち




